







その他のタイトル Making ‘Our’ Indian Corn : A Study on the
Appropriation of Maze by North Americans
URL http://hdl.handle.net/2241/103407
「我らのインディアンコーン」   
－トウモロコシはいかにしてアメリカの穀物になったが  
佐藤 恵一（筑波大学非常勤諦師）   
はじめに－トウモロコシ2を領有する  





ファー・バ／ ものとは非常に異なるそら豆がつくられていた。あのとうも‾ろこしコもあった」ヰ。スペイ  














さらに“Indiancornn として英語化してゆく過程は、イングランドが新大陸に進出してゆく  
過程と完全に重なっているのである。   
コロンの使者による「発見」から300年余を経た19世紀初頭に、アメリカ合衆国で刊  
行されたノア・ウェブスター（Noah Webster）の『アメリカ語辞刺は、“COm”を次のよ  
うに定義している6。  
イギリスにおいてcornは仙一般的に小麦、ライ麦、オート麦、大麦を指す。合衆国に  
おいてもこの語はイギリスと同様に一般的な意味も有するものの、習慣ではもっぱら   
トウモロコシを指す（bycustom，itisappropriatedtomaiz［sic］）。  
































私たちはここで楽園にいます。牛肉や羊肉には事欠きますが、（ありがたいことに）そ   
れらは必要ではないのです。我らのインディアンコーン（ourIndiancom）がすべての  












































えた。ただしそこには、赤や青の穀粒のものを植え、畑の残りの部分にはもっとも一   
般的な色である黄色の穀粒のものを植えた。この列のトウモロコシは、風上の側に向   


























ー56－   
こでその例をみておこう。既に触れた『フィロソフィカル・トランザクションズ』に掲載  
されたウインスロップ・ジュニアの記事は次のように始まる。  













Southern DartS OfAmerica bY the name of maize・  
consistin  
aboutthi叫  
tasselorthe siLk of＼・ariouscolours＼Vhite blue ▼reenish black s eckled stried＼＼′hich  
如坤e…．③mes也Iks巳rOWSixorei油t  
触糎thickness24，   
一見してわかるように、バークの記述はウインスロツプ・ジュニアの記述に酷似している。  
具体的には、バークからの引用における下線部①から③が、ウインスロツプ・ジュニアか  












































ー58－   
イアンコーン」は、印紙税法をめぐる議論のさなかで、本国人からの非雉の対象となるこ  
とにより、英領北米植民地人の穀物から「アメリカ人」の穀物へと姿を変えてゆくのであ  











どうか、ひとりのアメリカ人である私に、先の、問題の件についてまったくもって無   
知である紳士［パトリーアエ］に、次のことを告げさせてください。トウモロコシは   







確かに私たちは、自らトウモロコシから作った食べ物を食べるだけではなく、奴隷た   
ちにも与えています。しかしそれは、あなたがお考えのように、トウモロコシが「消   
化にも体にも良くない（‘‘indigestible andunwholesome，，）」からではありません。むし  
ろ、トウモロコシを原材料とした食べ物は、奴隷たちの健康を保ち、彼らを強靭かつ   



































Christi、h panicular．areloo convincing DrOOfi．thatthev have no tenderness fbr their  
－60－   
mo如rco叫．ト】  
⑤1tisorve smallim ortance toourEast－1ndiaCom an・Whether thec9ntinental  
Americansdrinkteaornot．TheDanesandDutchヽVillsu打brmostb thatres91ution but  
o坤．⑥麺  
aremanvheresowellacquaintedwiththequalitvofIndiancom．astobeabletosaY、  
nevercan fumish the American5＼Vith an a‡reeable or aJleaSV diestable sic breakfbst．  
Theirboastings ofacom．which theirslavesdo not chuse rsiclto eat．iftheYCOuld  

























の占有物とすることに成功しているのである。   
パトリー アユは、1月24日付の投稿を、「ホームスパン氏とJ．B．氏は、アメリカに関す  
る論争をトウモロコシの質に関する論争にすりかえようとしている」、と書き始める㌔ト  
















リーアエも、実はフランクリン本人であったのではないか、という凝惑である。   
そもそも、大西洋の両岸には、トウモロコシに対する認識の断絶があった。これを端的  
に表明しているのは1755年にロンドンで出版されたサミュエル・ジョンソンの『英語辞典』  








































ホークス フランクリン流でっち上げの素材とされたとき、閉じられていたトウモロコシを巡る言説  





私はまもなく現場から身を引かなければなりませんが、あなたは生きて我が国（our   
country）の繁栄を目撃するでしょう。観争が終わってしまえば我が国は、驚くべき程  
に、急速に栄えるでしょうから。芽吹いたばかりのトウモロコシ畑（aneldofyoung   
Indian corn）のようなものです。長い晴天と日光によって衰弱し、変色した、弱々し  
－63－   
い状態にあって、雷に伴う一陣の風や突風、電、雨によって完全にだめになってしま  



















注   
1本稿は日本アメリカ文学会第43回全国大会（2005年10月15日）における発表原稿に大幅な加筆・   
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な情報をご提供いただきました。記して謝意を表します。  
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今日では様々な色の殻で覆われている穀物（cornwithkemeLsordifrtrentcolors）をさすとしている。オ   
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